
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



は  し  が  き 

 

 山口県東部流通圏の拠点市場として、山口県東部及び広島県西部地域を含めた経済圏域に

おいて重要な役割を担う本市場が、関係する皆様方の深い御理解と御協力により、  

その重責を果たさせていただいておりますことに対しまして、厚く感謝を申し上げます。  

 さて、近年の農業を取り巻く環境は、生産者の高齢化や担い手不足に伴う活力の低下、農

業問題及び輸入青果物の増加等の様々な課題を抱える一方で、消費者は安心、安全かつ新鮮

な青果物を一層求める傾向にあります。  

 本市場における地場野菜の取扱量も減少傾向にある中で、この消費者のニーズに的確に応

えるためには、地場野菜の生産と消費の拡大、いわゆる地産・地消の取り組みを積極的に推

進することが必要でございます。また、生産者、流通関係者、販売店及び消費者が相互に連

携を図り、「顔の見える関係」を構築することにより、産地との結びつきが深まるとともに、

新鮮で安心、安全な食材の安定供給、さらには本市の農業振興につながるものと考えており

ます。  

 このような見地から、本市場では「山口県東部青果物生産販売対策協議会」を設立し、地

場野菜の市場供給率を高めるとともに、この販売促進及び消費拡大を図るべく、関係機関の

御協力と相互の連携をお願いしているところでございます。  

 以上の趣旨を踏まえ、この度本市場における地場野菜の生産、出荷の動向及び実績等に係

る資料を編集いたしましたので、各関係機関におかれまして有効に活用していただければ幸

いに存じます。  

 

 

令和５年６月１日  

 

岩国市地方卸売市場開設者 

 

岩 国 市 長   福 田 良 彦 
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岩国市地方卸売市場流通圏概況図 
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圏内における産地対応と流通のしくみ 
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産地の育成・強化に関する基本方針 
 

（ア） 産地間競争の激化、消費者ニーズの多様化、生産者の高齢化が進行する中、産地化支

援事業の充実と食の安心・安全に対応したエコファーマーの拡大と組織化を図る。  

 

（イ） 地域の自然的・地理的条件に適した消費者ニーズと付加価値の高い作物の導入を図ると

ともに、農地の集団化、機械・施設の効率化を図り、個別経営から組織化された産地を形

成し、安定的な生産性の高い農業を確立する。 

 

（ウ） 近郊野菜の特色が生かされるよう、広域的な観点から自然条件を生かした複数の産地間

の連携によるリレー産地化を導入。出荷量の安定化と出荷期間の長期化により出荷調整

を図る。 

さらには、共販体制を確立し、地場物のブランド化と市場シェアを確保する。 

 

（エ） 生産者の意欲的発想、要望等を生産出荷に反映させるため、各関係機関と情報の交換・

収集を図り、連携を密にする。 

 

（オ） 「地産地消運動」を推進するため、流通業界と協力し、地場物の積極的なＰＲによる消費拡

大に努める。 

 

 

 

 

 

 



（カ） 産地づくりの考え方  
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経 営 者 の 機 能  

人づくり、（栽培、技術の高揚）  

実習  研修  視察  

関係機関  

自然的立地条件  

（適作適地）  
 

土地  

 

気候  

 

土壌  

基盤整備  

土づくり  

地理的条件  

施設化、温度  

日照、降水量  

社会、経済的条件  

（経営技術）  

 

○ 労力配分と収益性  

○ 労働、資本生産性  

○ 出荷販売改善  

○ 組織化、共同化  

産地づくり  

連続出荷  増  産  

(良質 長期 多収 ) 

集団化  機械化  

基幹作物 計画的作付  

自立農家の育成  

共販体制  

市  場  流  通  


